
1 

 

令和６年能登半島地震新潟県災害支援ナース活動報告会 開催要項 

 

１ 開催目的 

令和６年能登半島地震の被災地における災害支援ナースとしての活動の振り返

りを行うことにより、帰還後の災害支援ナース自身の回復につなげるとともに、自

身の活動の経験と経験による学びを、他の災害支援ナースや看護職が共有し、今後

の活動に活かすことを目的とする。 

 

２ 目標 

１）非日常かつ危機的な状況下での支援経験を言語化し、災害支援ナースの仲間

や看護職間で情報共有することにより、支援者が抱えがちなストレスからの

回復を図る。 

２）困難事例や課題を抱えた案件を実体験する中で、過酷な状況下で活動するこ

との限界について振り返り、受け入れることを学ぶ。 

３）災害支援ナースとして、自身が被災者やチームメンバー等に貢献できたこと

を確認できる。 

４）災害支援ナースとしての活動を振り返ることにより、自身の活動の経験と経

験による学びを整理するとともに、災害支援ナースの今後の活動内容の検討

につなげる。 

 

２ 主催 

  公益社団法人新潟県看護協会 

 

３ 対象者 

・令和６年能登半島地震における災害支援ナースの派遣者 16名 

  ・今回派遣された災害支援ナース登録施設の看護管理者 

  ・県内病院・訪問看護ステーション等施設の看護管理者で参加希望者 

 

４ 参加方法 

（１）派遣された災害支援ナースは新潟県看護協会に集合しての参加を原則とする。 

（２）それ以外の参加希望者はオンライン参加とする。 

 

５ 開催日及び会場 

（１）日 時：令和 6年 3月 14日（木） 13：30～15：30 

（２）会 場：新潟県看護協会研修センター（新潟市中央区川岸町 2-11） 

 

６ 内容 

（１）第１部 能登半島地震による被災地への災害支援ナース代表者による活動報告 



2 

 

（２）第２部 災害支援ナース派遣者のグループワークによる情報交換 

    

詳細は別紙１参照 

 

７ 参加費 無料 

 

８ 申し込み方法 

（１）申し込み期間 

   令和６年２月２０日（火）から３月７日（木）まで 

（２）方法 

  ア 新潟県看護協会ホームページの「教育研修検索システム」の申し込みフォー

ムに必要事項を記入して申し込みをしてください。 

  イ オンライン参加者につきましては、後日、本会事務局より、申込時のメール

アドレスにオンライン配信のＩＤ、パスワードを送付します。 

 

９ その他 

   ご不明な点は、下記にお問い合わせ下さい。 

        問い合わせ先：新潟県看護協会 教育研修課 立川 

                Tel ：025-265-1344  

                

 

○派遣された災害支援ナースの集合会場 

新潟県看護研修センター 

新潟市中央区川岸町 2‐11  Tel：025-265-1225 

 

○【会場までのアクセス】   

※ JR：新潟駅より越後線で白山駅下車 南口出てすぐ 

 

 

南口 

白 山 駅 

高教組 県立がんセンター 

新潟病院 

←新潟県看護協会

がんセンター前バス停 

○文白新中学 
がんセンター前バス

ガ
ー
ド 

マ
ン
シ
ョ
ン 

至 関屋 至 新潟 
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【別紙 1 令和６年能登半島地震災害支援ナース活動報告会プログラム】 

令和６年３月１４日（木） 

【報告会】 

時 間 内 容 

1：30～1：35 あいさつ 

  新潟県看護協会    会 長  斎藤 有子  

1：35～1：45 

 

 

 

 

1：45～2：45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2：45～3：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3：30 

【第 1部】 災害支援ナースの活動報告 

 報 告 

能登半島地震における新潟県看護協会の対応について 

新潟県看護協会   常務理事 青柳 玲子 

 

報 告 

「能登半島地震被災地における災害支援ナースの活動について」 

１．珠洲市正院小学校での災害支援活動の実際 ① 

   県立十日町病院      大渕 美保  

 

２．珠洲市正院小学校での災害支援活動の実際 ② 

   新潟白根総合病院     志田 朝幸 

 

３．金沢市いしかわ総合スポーツセンターでの災害支援活動の実際 ① 

   五泉訪問看護ステーション 加藤 ゆかり 

 

４．金沢市いしかわ総合スポーツセンターでの災害支援活動の実際 ② 

    県立柿崎病院       新保 憲一 

 

【第 2部】 派遣された災害支援ナースの情報交換（グループワーク） 

１．今回派遣された被災地や活動場所の状況 

 

２．災害支援活動の具体的な内容 

 

３．帰還後、活動を振り返ってみて 

 

４．活動の課題、日本看護協会、新潟県看護協会への要望 

 

 

閉会 

 

 


